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研究成果概要 
 
CLIO 本体は、水没事故以来、復旧作業を続けているが、未だ稼働できる状況ではない。

その理由として、現在は KAGR の建設を一刻も早く完了し、国際共同観測に参加すること

が最優先されているからである。そのため、重力波研究者のマンパワーを全て KAGRA に

つぎ込んでおり、早急に CLIO を復旧させる見通しがついていない。ただし、併設して

いる地球物理観測装置は順調に観測データを取りつづけており、この研究設備全体として

は一定の研究成果を出している。研究環境が復旧できれば、次世代重力波観測装置の開発

研究に使うことも検討しており、この設備を今後も維持していくつもりである。 
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